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CEReSシンポジウム2014
林床からの轟林構造・樋能計測法の開発
柴田英昭1）・日浦勉1）・吉田俊也1）・中村誠宏1）・中
路達郎1）・加藤顕2）・梶原康司3）・本多嘉明3)
1）北海道大学・北方生物園フィー ルド科学センタ－
2）千葉大学・園芸学研究科
3）千葉大学・環境リモートセンシング研究センター
共同研突の目標
・地上観測（生態系計測・地上レーザー）、航空
機・ヘリコプター・衛星リモートセンシング等の
多角的アプローチを統合利用し、森林バイオ
マスの空間構造や生態系機能を精密に測定
する方法を確立すること。
・それらのアプローチを高度化し、生態学、林
学、環境科学の諸問題を解決するための共
同研究を実行すること。
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森林構造・バイオマスセミナー
＝森林分野地上検証活用研究会＝
・異なるアプローチ・専門分野の研究者が集まり、離雛？賂綜d)宇鼎擁抑圧た
－生i系調査、地よレーザー、近接リモセン、へリ
コブター観測、航空機ライダー・空中写真、衛星
リモセン、モデルシミュレーション
ー第1回北海道大学雨龍研究林（2012年6月｝
ー第2回 千葉大学環境リモー トセンシング研究センヲー（2013年2月）
ー第3回北海道大学苫小牧研究林（2013年6月）
一 第4四 千葉大学環境リモー トセンシング研究セン合一（2014年2月）
． 圃E
今後の活動展開に向けて（総合討論より）
．生態学理論と精密フィールド検証を基軸とした、
森林生態系構造と機能の時系列変化モデルの
構築
・地下水位変動が樹木ーササ競争関係に及ぼす
影響解明
・広域スケールでの生物多様性の空間パターン
が生態系機能群（樹木形質、食害、物質循環）
に及ぼす影響
－次世代研究者の育成
今トレーニングコースの開催検討
r令、一、
スーパーサイト候補地 （北海道大学苫小牧研究林浴築広葉樹林） ＠？ 
林冠ヲレーン南西エリア 再再開貯
（資料提供 奈佐原頭郎）
ス－Jtーサイトでの調査案（凶I)
LAl2000を用いたライン計測
・全天写真による推定
リタートラップによる推定
• PAR透過率による推定
『多角的・重層的アプローチによる評価を目指す』
毎木調査、樹冠投影図、地上レーザー、無人ヘリコプター 観測、近
接リモセン（！＼イJfー スペクトル）、人工衛星観測、GPR根系調査、
養分循環、形質分析（葉・シユー ト）、伐倒調査（アロメトリー ）・．
